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シンフィツム（いわゆるコンフリー）及びこれを含む食品の 

食品健康影響評価について（案） 
 
１．はじめに 

食品安全委員会は、食品安全基本法（平成１５年法律第４８号）に基づき厚生労

働省からシンフィツム（いわゆるコンフリー）及びこれを含む食品に係る食品健康

影響評価について意見を求められた。（平成１６年３月２４日付け厚生労働省発食

安第０３２４００１号、同日関係書類を接受） 
厚生労働省によれば、我が国においてコンフリー及びこれを含む食品による特徴

的な肝障害の報告例はないものの、諸外国において、コンフリー又はこれを含む食

品等を使用しないこととする勧告若しくはコンフリー等に含まれるピロリジジンア

ルカロイド（PAs）の暫定的耐容摂取量が設定されるなどの状況を踏まえ、コンフ
リーに関する関係論文等の収集を行い、今般、食品安全委員会に食品健康影響評価

を求め、食品健康影響評価の結果に基づき、食品衛生法における必要な措置を速や

かに講ずることとしている。 
 
２．シンフィツム（いわゆるコンフリー）とは 

シンフィツム（学名：Symphytum spp.）は、コンフリー、ヒレハリソウともい
う。ムラサキ科ヒレハリソウ属の多年草本で、主な種として、通常のコンフリー

（Symphytum offcinale）、プリックリーコンフリー（Symphytum a perum）、ロ
シアンコンフリー（Symphytum x uplandicum）などがある。コーカサスを原産地
とし、ヨーロッパから西アジアに分布する。草丈は 60～90cm で、直立し、全身に
粗毛が生え、葉は卵形～長卵形。初夏から夏にかけて花茎を伸ばして釣り鐘状の白

～薄色の花を咲かせる。我が国には、明治時代に牧草として入り、一時長寿の効果

があると宣伝され、広く家庭菜園に普及した。｛参考：丸善食品総合辞典（丸善株式

会社） 他｝ 

s

今回、厚生労働省より評価が依頼されているコンフリーは、主に通常のコンフリ

ー（Symphytum offcinale）、プリックリーコンフリー（Symphytum asperum）、
ロシアンコンフリー（Symphytum x uplandicum）の３種に代表される Symphytum 
spp.である。 
   

３．食品としての利用状況等 

（１）野菜としての利用 

若い葉を野菜として、てんぷら、お浸し、炒め物などの調理を行って食される。

長寿者の多いロシアのコーカサス地方で常食されているところから、健康野菜とし

て注目され、日本でも昭和 40 年代にブームとなった。なお、現在も一部の農地及
び家庭菜園等による限局的な栽培や消費が推定されるが、その量は把握されていな

い。 
（２）健康食品としての利用 

コンフリーの葉・茎・根が、乾燥、粉末状、顆粒状、抽出液（濃縮液を含む）等



に加工され、健康補助食品や茶葉として販売されている事例がある。我が国の健康

食品としての利用については、米国の食品医薬品局（FDA）による関係業界に対す
るコンフリー等を含む栄養補助食品の自主回収等の勧告を踏まえて、関係業界団体

では、健康食品としての供給を自主的に停止しているとの情報もあり、一般的な販

売方法により大量に流通している実態はないと推測される。 
一方、インターネット上で、コンフリーを原料に含む健康食品等の販売（輸入を

含む）やコンフリーの健康食材としての利用方法が複数確認されていることから、

これらの販売を介して消費されていることが推測できるが、その販売量・消費量等

は把握されていない。 
 
４．諸外国における規制 

（１）ドイツ 
1992 年、ドイツ連邦健康局はハーブサプリメントからの PAs 及び N－オキシド
体の最大許容摂取量を 0.1μg/日に定め、１年間に 6 週間までであれば、1 日 1μg
までの摂取は許容されるとしている。（資料 17） 
（２）米国 

2001 年 7 月、FDA より関係業界に対し、ある種のコンフリーには人の健康に重
大な悪影響（肝毒性、発がん性等）を及ぼすピロリジジンアルカイドが含まれるこ

とから、コンフリー等を含む栄養補助食品の自主回収等を勧告している。 
（３）豪州・ニュージーランド 

2001 年 11 月、両国食品委員会は、コンフリー等に含まれるピロリジジンアルカ
イドについて暫定的耐容摂取量（１μg/kgbw/day）を設定するとともに、コンフリ
ーを食用に添加することや食用に供することを禁止している。 
（４）カナダ 

2003年 12月、保健省より消費者に対し、コンフリーあるいはこれを含む食品に
ついて、肝障害を引き起こすおそれのあるエチミジン（ピロリジジンアルカロイド

の一種）を含む可能性があることから、これらの食品を使用しないように勧告して

いる。 
 
５．食品健康影響評価について 

（１）コンフリーによるヒトの健康危害報告 

 コンフリーによる主な肝障害は、肝静脈閉塞性疾患（資料 7,46）で、主に肝の細
静脈の非血栓性閉塞による肝硬変又は肝不全である。患者の主症状は急性又は慢性

の門脈圧亢進、肝肥大、腹痛である。（→資料 7）。 
 米国において、サプリメント（コンフリー根の粉末）を常用していた 49 歳の女
性がバッド・キアリ症候群タイプの VOD（静脈閉塞性疾患）と診断された。患者は
肝細静脈閉塞を伴う門脈圧亢進が認められ、肝生検では小葉中心性の壊死と鬱血が

認められた。なお、サプリメントからは、PAsが検出され、患者が 6ヶ月間に摂取
した PAs量は 85mgと算定された（→資料 8）。 
 ニュージーランドにおいて、23歳の男性が肝臓の門脈閉塞性疾患及び門脈高血圧
症を発症し、肝不全で死亡した。患者は主に菜食で、病気前にコンフリーを摂取し

ていた。発症とコンフリー摂取の時間的関係、肝臓の組織学的病変などから、肝臓



の静脈閉塞性疾患とコンフリーとの間に因果関係がある可能性が示唆されている

（→資料 9）。 
 1950年～80年にはジャマイカ、インド、アフガニスタンで PAsに汚染された穀
物や PAsを含むお茶を飲んだことによる中毒事例がいくつも報告されている。特に
幼児は、PAs に対して感受性が高く、急性暴露後 1 週間以内に肝 VOD を生じると
され、ハーブ茶を飲んだ女性から生まれた新生児が VOD を起こしたことから経胎
盤ピロリジジン中毒の可能性も示唆されている。一方、年長の子どもや成人の場合

には一般に数ヶ月の暴露が必要とされている。また、PAs の毒性は VOD だけに限
らず、ラットでは肺の内皮過形成が認められている。（→資料 10） 
 ピロリジジンアルカロイドによる肝障害は、南アフリカにおけるセネシオ被害を

最初に 70年以上前から報告されている。西洋諸国では 1970年代から注目されてお
り、Senecio longilobus を含むお茶を飲んだ幼児 2 人で VOD が報告されている。
VODは、バッド－キアリー症候群に似た肝小葉静脈の非血栓性閉塞疾患であり、肝
静脈圧の亢進、肝臓の鬱血、壊死を引き起こし、続いて繊維症が認められる。毒性

発現は摂取量で異なり、多量摂取は急性肝障害を、長期少量摂取では慢性的肝障害

を引き起こす。特に、Helitotopium, Senecio, Crotalaria種やマテ茶中の PAs毒性
は強い。米国で広く販売されているコンフリー製品（葉・根抽出物）による肝障害

も報告されている。実験動物においてもチトクローム P450 によるアルカロイドの
生体内変換が原因と思われる急性毒性が報告されている。強力なアルキル化剤であ

るピロール化合物が生成され、これらが肝がんを引き起こすと考えられている。（資

料 46）  
  
（２）コンフリーとピロリジジンアルカロイド 

コンフリーのヒトに対する健康影響は、コンフリーに含まれるピロリジジンアル

カロイドの作用によるものと考えられている。 
ピロリジジンアルカロイドは、6,000 以上の植物種から 350 以上が単離されてお
り、その大半は有毒とされている。また、その多くが動物にがんを引き起こすこと

から人に対しても発がん性を示す可能性があるとされている。PAs を含有する植物
は数千種知られているが、主な植物は、Fabaceae（マメ科）、Asteraceae（キク科）、
Boraginaceae（ムラサキ科）である。（資料 17,52） 
 ミルク、蜂蜜、卵中から PAsが検出された報告があるが、PAsの最大の暴露量は
いわゆるハーブサプリメントであるとされている（資料 17）。 
人でコンフリーの内服が安全でないとの結論は、主にげっ歯類に高濃度の精製

PAs を投与した実験に基づいている。コンフリーの PAs はさほど毒性は高くない。
感受性の高いブタや鶏でコンフリーは有害作用を示さない。逆に、ラットは感受性

が高いが、PAs への反応メカニズムがヒトと異なるので、良いモデルとはいえない
とする報告もある（→資料 6）。 

収穫やお茶を入れる方法、葉を使うか根を使うかによって PAs含量は大きく異な
る（→資料 10）。 

コンフリーの抽出液及び固形相の PAsの濃度を測定する方法を開発し、ワシント
ンで市販されていた 11 種類の健康食品を検査した結果、９種類の健康食品に 1 種類

以上の PAsが含まれることが確認され、その量は 0.1～400ppm であった。1 種類以



上の他の成分と混合したコンフリーの葉を含む製品では、アルカロイドのレベルは

最も低いが、バルクのコンフリーの根で最も高く、次いでバルクの葉で高かったと

する報告がある（→資料 12）。 

Huxtable の調査では、コンフリーの葉は 40mg/kg のピロリジジン、320mg/㎏のピ

ロリジジンＮ-オキシドを含み、コンフリーの根は総含量 2900mg/kg になると報告さ

れている。 

Ridker の報告（→資料 8）では、49 歳の VOD患者女性は 15μg/㎏/日の PAsを
摂取していた。13 歳の VOD患者の少年は、コンフリー茶を 2～3 年にわたり摂取し
ていた。さらに、47 歳の VOD患者の女性はコンフリー茶を毎日 10 杯と、手のひら
いっぱいのコンフリー・ペプシンカプセルを飲んでいた。また、コンフリー茶を 1

～2 週間飲んだ 23 歳の男性が VODで死亡している。 
 

（３）コンフリーの毒性 

①急性毒性 
多量摂取により急性肝障害を引き起こす。実験動物においてもチトクローム

P450 によるアルカロイドの生体内変換が原因と思われる急性毒性が報告され
ている（資料 46）。即ち、含まれているピロリジジンアルカロイド、特にピロ
リジジン環に 1,2 不飽和結合と側鎖にエステル基を有する構造をもつ
acetylintermedineや acetyllycopsamine等が、生体内のチトクローム P450に
より、ピロール構造に変換され、強力なアルキル化剤として、核酸やタンパク

質と反応することに由来すると考えられている。 
②発がん性 
ラットを用いた実験でコンフリーが肝細胞がんと関連性があるとする報告

(資料 10)がある。また、ロシアンコンフリーの発がん性について ACIラットを
用いて調べた結果、コンフリーの葉を 480－600 日間与えた群、及び種々の期
間コンフリーを与えた群で肝細胞腺腫が認められ、まれに血管内皮細胞がんが

誘発されたとする報告もある（資料 32）。一方、PAs が実験動物で発がん性を
示すことが確認されるが、人では、静脈閉塞や子どもでの肝硬変との関連は確

認されるものの、PAs 摂取と発がんとの関連は臨床的には認められておらず、
文献等から PAsは人への発がん性はないと考えられるとする報告もある（資料
37）。また、多くの PAsは多数の動物モデルで発がん性が確認されている(資料
17,51)が、人で発がん性があると結論付けるには十分なデータはないとする報
告もあり、PAs の毒性は種類により異なり、毒性感受性は動物種によっても異
なるとされている。（資料 17） 
③遺伝毒性 
コンフリー葉の使用が人での肝毒性やげっ歯類での発がん性が認められるが、

これらの有害作用はラシオカルピン（ lasiocarpine）やシンフィチン
（symphytine）などの種々の肝障害性 PAs及びそれらの関連 N－オキサイドに
よると考えられる。毒性及び変異原性のメカニズムは完全には解明されていな

いが、前述した急性毒性の場合と同様に、アルカロイドの肝ミクロソーム酵素

による代謝が関与すると考えられている（資料７）。ピロリジジンアルカロイド

の毒性作用メカニズムは、PAs の活性代謝産物中間体が DNA やたんぱく質と



結合して毒性を発現すると考えられる。（資料 17） 
④催奇形性 
コンフリー又は PAsの催奇形性に関する報告はない。 
⑤乳幼児に対する影響 
特に幼児は PAs に対して感受性が高く、急性暴露後１週間以内に肝 VOD を
生じる。また、ハーブ茶を飲んだ女性から生まれた新生児が VOD を起こした
ことから、経胎盤ピロリジジン中毒の可能性も示唆されている（→資料 10）。
また、死亡した新生児の肝臓から PAsの毒性代謝物が検出するとともに、VOD
も観察され、母親が摂取していたハーブミックスと VOD の因果関係が強く疑
われる事例では、母親は PAs を規制値の 20～30 倍量含んだクッキング用のト
ルコ産ハーブミックスを日常的に摂取していた（妊娠中も毎日 2g摂取）との報
告がある（資料 43）。 

 
６．結論（案） 

（１）コンフリー（Symphytum spp.）が原因と思われるヒトの肝静脈閉塞性疾患等
の健康被害例が海外において多数報告されていること、また、日本においてコン

フリーを使用した健康食品等がインターネットを使って販売されていることなど

の情報から、日本においてコンフリーを摂食することによって健康被害が生じる

おそれがあると考えられる。 
 
（２）しかしながら、コンフリーそのものの各種毒性試験が十分に実施されていない

など、コンフリーを食することによるリスクの程度について定量的に評価するた

めの情報は現時点において不十分である。 
 
（３）なお、インターネット等を介して購入したコンフリーを使った健康食品のほか

栽培又は自生しているコンフリーを摂食することによる健康被害が生じる可能性

も否定できないことから、広く国民一般に対し、コンフリーを摂食することのリ

スクについて注意喚起するなど適切なリスク管理措置を講じるべきであると考え

る。 
 
（４）また、コンフリー以外のピロリジジンアルカロイドを含む食品については、日

本において一般的に大量若しくは長期的に摂取する実態はないものと考えられ、

これらの食品を摂取することによるリスクはコンフリーに比べて低いと推測され

るが、引き続き摂取実態及びピロリジジンアルカロイド含量等の関連情報の収集

に努め、それらによって得られた知見に基づき適宜リスク評価を行っていくこと

が適切である。 
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